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県
岳
連
運
営
に
つ
い
て

埼
玉
県
山
岳
連
盟

埼
玉
岳
連
に
加
盟
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
会
員
の
方
々
が
、
少
し

て
も
利
益
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
運

営
に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

各
部
長
、
理
事
の
方
々
の
協
力

に
よ
り
、
遭
対
の
問
題
、
指
導
技

術
の
向
上
、
海
外
遠
征
許
可
の
ス

ピ
ー
ド
化
、
国
体
の
得
点
種
目
移

行
に
よ
る
強
化
対
策
、
自
然
保
護

の
あ
り
方
、
そ
の
他
、
日
山
協
と

の
協
力
、
県
体
協
の
行
事
に
参
加

な
ど
、　
一
応
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
決
し
て
皆
様
方
全
て
の
満
足

を
得
ら
れ
て
い
る
と
は
思

っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
も

っ
と
、

も

っ
と
仕
事
を
す
る
よ
う
に
と
い

う
ご
希
望
の
方
が
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
応
え
る
の
が
、
私

達
運
営
に
た
ず
さ
わ
る
者
の
義
務

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

５５
年
、

５６
年
と
各
地
区
と
懇
談

会
も
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区
共

新
人
会
員
の
募
集
方
法
、
運
営
問

題
等
、
共
通
の
悩
み
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
つ
い

て
も
県
岳
連
は
協
力
、
助
言
の
必

要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
一
さ
ら
に

事

長

田

中

文

男

谷
川
岳

の
通
年
規
則
化
等

の
動
き

に

つ
い
て
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
不

利
益

に
な
ら
な

い
よ
う
、
行
動

の

必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

遭
難
対
策

に
つ
い
て
は
、

よ
う

や
く
リ
ー
ダ
ー
会
議

が
定
例
化

し

て
参
り
ま
し
た
が
、
隣
接
す
る
都

市
同
志
で
救
助
問
題

の
協
力
化

や

保
険

の
加
入
増
加
、

二
重
遭
難
に

対
す
る
処
置
な
ど
問
題
は
数
多
く

あ
り
ま
す
ｏ
全
て
皆
さ
ん
の
協
力

が
な
く
て
は
解
決
σ

つ
か
な

い
問

題
で
す
。

ご
承
知

の
よ
う
に
、

５６
年

１２
月

私

が
所
属
す
る
浦
和
山
岳
会
が
甲

斐
駒

。
黄
蓮
谷
で
雪
崩

に
合

い
、

三
名

の
死
亡
者
を
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
、
市
岳
連

の
力

で
、

三
日
で
解
決
致
し
ま
し
た
。
皆
さ

ま

に
ご
心
配
を
お
掛
け
し
ま
し
た

が
、

反
面
、
市
岳
連

の
ふ
だ
ん
か

ら

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
の
必

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
区

の
強
化
、

救
助

技
術
の
向
上

に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
不
始
末
を
お
わ
び
申

し

上
げ

る
と
共
に
、
今
後

の
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

昭
和
５７
年
度

去

る
４
月

１８
日

（
日
）
上
尾
市

福
社
会
館

で
総
会

が
開
催
さ
れ
、

昭
和

５６
年
度
事
業
報
告
、

同
決
算

報
告
、

５７
年
度
事
業
計
画
、
同
予

算
案
、
役
員
改
選
等
を
審
議
し
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員

は
次

の
通
り
。

会
　
　
長
　
　
清
水
　
武
甲

副

会

長
　
　
浅
見
　
　
豊

″
　
　
　
　
野
井
　
　
篤

″
　

　

　

加
藤
長
市
郎

理

事

長
　
　
田
中
　
文
男

副
理
事
長
　
　
岩
月
　
弘
光

事
務
局
長
　
　
大
野
　
幾
雄

指
導
部
長
　
　
尾
熊
　
峰
雄

競
技
部
長
　
　
武
井
　
正
男

遭
対
部
長
　
　
井
古

田
忠
男

海
外
部

長
　
　
田
山
　
　
勝

舶
燃
絆
薙
　
　
新
井
　
宏
司

国
体
部
長
　
　
平
沼
　
伸

一

広
報
部
長
　
　
大
久
保
　
孟

恥
会
終
る
／

◆
昭
和
５６
年
度
事
業
報
告

４
月
７
日
　
部
長
会
議
を
開
催

本
年
度
の
理
事
会

・
絡
会

へ
の
提

出
議
題
及
び
開
催
期
日
を
決
め
る

５
月

１２
日
　
理
事
会
を
開
催
し
、

総
会

へ
の
提
出
議
題
及
び
総
会
の

開
催
日
を
決
定
し
た
。

５
月
１６
日
　
総
会
を
開
催
し
、

昭
和
５５
年
度
事
業
報
告
、

５６
年
度

事
業
計
画
、

５５
年
度
決
算
報
告
、

５６
年
度
予
算
案
を
議
題
と
し
て
提

出
し
承
認
を
得
た
。

５
月
２４
日
　
国
体
予
選
会
を
三

峰
か
ら
自
岩
山
間
に
て
開
催
し
た

出
場
選
手
は
成
年
男
子
７
名
。

５
月
２７
日
　
部
長
会
議
を
開
催

し
、
国
体
選
手

（
成
年
男
子
）
を

内
定
。
な
お
、
成
年
女
子
、
少
年

男
女
に
つ
い
て
は
、
関
東
大
会
ま

で
に
選
衡
し
、
ぜ
ひ
選
手
を
送
り

込
む
こ
と
を
申
し
合
せ
た
。

７
月

１４
日
　
理
事
会
を
開
催
。

国
体
選
手
及
び
関
東
大
会
出
場
選

手
を
決
定
し
た
。

７
月
２５
日
　
県
北
部
懇
談
会
を

熊
谷
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

県
岳
連
と
地
区
岳
連
と
の
話
し
合

い
の
場
を
も
う
け
た
。

７
月

１７
日
１

１９
日
　
開
東
大
会

が
東
京
に
て
開
催
さ
れ
、
本
県
か

ら
成
年
女
子
と
少
年
男
子
の
選
手

が
出
場
ｏ
そ
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

成
年
女
子
　
五
十
嵐
恵
子

（
浦
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和
市
）
、
遠
藤
徳
子

（
春
日
部
市

一
　

１０
月
１８
日
　
岩
登
り
競
技
会

）
、
菊
地
幸
子

（
川
口
市
）
　

　

一
　

一
位

・
鹿
沼
文
雄

（
深
谷
山
岳

成
績
　
縦
走
一四
位
、
登
攀
六
位
、一
会
）
、
二
位

。
茂
木
明
夫

（
本
庄

踏
査
四
位
、
総
合
六
位
　
　
　
　
一
山
の
会
）
ヽ
三
位

。
湯
本
昇

（
熊

少
年
男
子
　
新
井
英
之
、
丹
波

¨
谷
岳
友
会
）
な
お
、
鹿
沼
、
茂
木

寛
、
発
知
俊
明
、
以
上
狭
山
ケ
丘

¨
両
選
手
は
全
日
本
岩
登
り
競
技
会

高
校
山
岳
部
　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
出
場
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

成
績
　
縦
走
五
位
、
踏
査
三
位

一　

１２
月
１２
日
　
冬
山
リ
ー
ダ
ー
会

７
月
３．
町
　
理
事
会
を
開
催
。　
¨
議
を
開
催
。
入
山
に
つ
い
て
の
情

一

ミ９二脚琳“うむ“ギ証を開催。一押腋融蹴筍後っ蹴げ維計年Ⅷ細
一

］̈
『曜郵一「「一一“騰陶一鰤”嘲一］『〔』冬］攀］』一

卜̈卿２７更９］一［静一山一［］一「ム２講碑マ．８会一ン富毅回̈
【［岬け一

一嚇』̈
い一‐・８開岬一一に精裡一岳っぃ】帥時静奢（日大瑚噸判は

一
東 光

（
松

（
東

］
¨
「
｝
〓
疇
中

一

（
晴 高
赫

一
「

ム ３ 席
が

「
知

ン
型
嵯
励
曖
湖
離
れ

［抑ざ則．卸鷲昨艦罐ぼ躍時̈
鰤様いない］一一一彙一］織一

１０
月
１７
日
１
１８
日
　
県
体
開
催

¨

（両
神
山
）
成
績
は
次
の
と
お
り
。̈
　
昭
和
５６
年
度
県
体
育
功
労
賞
の

成
年
男
子
　
　
　
　
　
　
　
　
一
受
賞

一
位
　
小
鹿
野
山
岳
会
　
　
　
一　
本
年
度
は
、
田
村
雄

一
氏

（
日

二
位
　
浦
和
市
役
所
山
岳
部
　
一
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
所
属
、
上
尾
市
在

少
年
男
子
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
住
）
が
受
賞
。
同
氏
は
永
年
理
事

一
”
　
狭
山
ケ
丘
高
校
Ｂ
　
　
一
及
び
競
技
部
長
と
し‐
て
活
躍
し
、

二
位
　
狭
山
ケ
丘
高
校
Ａ
　
　
一
〓
一重
国
体
に
お
い
て
は
監
督
と
し

て
出
場
し
た
。

優
秀
選
手
賞

は
狭
山
ケ
丘
高
校

山
岳
部
が
受
賞
、
同
部
は
本
年
度

の
ミ

ニ
国
体

（
東
京
都
）

に
出
場

し
、
踏
査
競
技

に
入
賞

し
た
こ
と

に
よ
る
。◆

　

　

　

◆

　

　

　

◆

昭
和

５５
年

の
栃
本
国
体

か
ら
正

式
種
日
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
を

は
じ
め
と
し
、
多
く

の
事
業
を
各

役
員

の
方

々
に
は
、
勢
力
的

に
こ

な
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
、
厚

く

お
礼
申

し
上
げ
、
今
後
共
岳
連

運
営
に
は
益
々
の
ご
援
助
を
頂
く

こ
と
と
思

い
ま
す
。
任
期
満
了

に

当
り
皆
様
方

の
ご
健
勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長

。
大
野
幾
雄

半
指

　
導

　
部

指
導
員
研
修
会
と
指
導
委
員
会

７
月

１２
日
午
前

８
時

３０
分
　
天

覧
山

の
岩
場

に
て
研
修
会
が
行
な

わ
れ
た
。

内
容
は
岩
場
で
の
救
助
、

新

し

い
用
具

の
使
用
法
、
確
保
技
術
に

つ
い
て
研
修
し
た
。

用
具
は
フ
レ
ン
ズ
、

ナ

ッ
ツ
等

を
使
用
し
て
み
た
。

午
後

よ
り
毛
呂
山
地
区
よ
り

５。

名

の
会
員

が
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

に
来

た
た
め
、
講
習
会

に
変
更
し
、

各

指
導
員
が

６
１

７
名
づ

つ
会
員

を

受
持
ち
講
習
す
る
。

講
習
会
の
あ
と
指
導
委
員
会
を

開
き
地
区
指
導
員
と
し
て
次
の
二

名
を
認
定
し
た
「

寺
島
和
男
六
ピ
オ

レ
山
岳
会
）

鹿
沼
文
雄

（
深
谷
山
岳
会
）

積
雪
期
登
山
講
習
会
な
ら
び
に

指
導
者
研
修
会

（
富
士
山
）

昭
和
５７
年
２
月
４
日
１
７
日

富
士
山
五
合
日
付
近
に
て
、
日

山
協
の
積
雪
期
登
山
指
導
教
程
に

よ
る
実
技
と
検
定
会
を
行
な

っ
た
。

今
年
は
雪
が
少
な
く
滝
沢
林
道
を

車
で
四
合
目
ま
で
登
れ
た
の
で
歩

か
な
い
で
す
ん
だ
。

５
日
は
風
が
強
く
と
き
ど
き
練

習
の
手
を
止
め
さ
せ
ら
れ
た
が
、

参
加
者
が
例
年
よ
り
少
な
か

っ
た

せ
い
か
、
皆
よ
く
ま
と
ま
り
、
特

に
ミ
イ
テ
イ
ン
グ
等
も
り
あ
が
り

楽
し
く
す
ご
す
。

検
定
受
検
者
は
地
区
指
導
員
５

名
で
、

６
日
に
筆
記
試
験
を
行

い
、

７
日
に
実
技

「
歩
行
技
術
、
カ

ッ

テ
ィ
ン
グ
、

ア
イ
ゼ
ン
技
術
、
滑

落
停
止
、
耐
風
姿
勢
」
と
指
導
法

に
お
い
て
は
、
全
員
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
れ
た
が
、
実
技

に

お
い
て
は
何
人
か
少
し
ぁ
ま
い
と

こ
ろ
が
見
ら
れ
た
。
結
果
は
４
月

の
指
導
委
員
会
に
て
決
定
す
る
。

（
参
加
者
１８
名
）

雪
洞
講
習
会

谷
川
岳
西
黒
尾
根

昭
和
５７
年
３
月
６
日
１
７
日

西
黒
尾
根
の
鉄
塔
か
ら
１
時
間

ほ
ど
登

っ
た
所
で
雪
洞
講
習
会
を

行
な

っ
た
。

小
雪
が
降
る
中
を
土
合
Ｈ
時
出

発
。
富
士
山
で
の
講
習
会
に
参
加

し
た
人
が
か
な
り
出
席
し
て
た
の

で
話
し
な
が
ら
行
く
。

今
年
は
せ

っ
か
く
稜
線
の
仲
間

が
６
名
参
加
し
て
く
れ
た
が
、
今

日
の
う
ち
に
下
山
す
る
と
言
う
の

で
少
し
さ
び
し
か

っ
た
。

雪
洞
は
全
員
な
れ
て
い
る
の
か

が

っ
ち
り
し
た
の
が
作
ら
れ
た
が
、

例
年
よ
り
雪
が
し
ま

つ
て
い
た
の

か
、
少
し
時
間
が
か
か

っ
た
よ
う

だ
。
そ
れ
で
も
余
裕
の
あ
る
班
な

ど
山
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。

翌
日
７
時
に
頂
上

へ
出
発
。
雪

は
ま
だ
降
り
続
き
、
と
き
ど
き
強

風
が
吹
き
荒
れ
た
。
頂
上
よ
り
２

時
間
ぐ
ら
い
下

の
地
点
に
て
天
気

も
回
復
し
な
い
の
で
下
山
す
る
。

途
中
深
谷
山
岳
会
と
逢
い

一
緒

に
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
で
き
て
解
散

す
る
。
　

　

　

（
参
加
者
３‐
名
）

指
導
副
部
長
　
尾
熊
峰
雄
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半
競
　
技
　
部

　
　
　
　
　
　
¨
　
ｌｏ
月
１７
日
（
土
）
１
１８
日
（
日
）

一

５
月
２
日
（
日
）

国
体
選
手
選

一
昭
和
５６
年
度
県
民
体
育
大
会

（
山

一

考
会
が
三
峰
山
―
自
岩
山
に
て
行

一
岳
）
が
秩
父
両
神
山
に
て
行
な
わ

一

な
わ
れ
、
次
の
３
名
が
第
３６
回
び

一
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

わ
こ
国
体
選
手
と
し
て
決
ま
る
。　

　̈
競
技
コ
ー
ス
　
日
向
大
谷
―
両

一

大
沢
靖

一
（
路
草
山
岳
会
）
　

一
神
山
頂
―
清
滝
小
屋
、
山
頂
に
て

一

中
嶋
晴
夫

（
自
動
車
機
器
山
岳
△
０

読
図
問
題
の
設
間
、
ゴ
ー
ル
後
天

一

高
橋
正
光

（
路
草
山
岳
会
）
　

¨
気
図
作
成
、
ザ
ッ
ク
重
量
チ
ー
ム

一

一
４５
路
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

７
月
１７
日
（
金
）
１
１９
日
（
日
）
　

一　
期
間
が
２
日
間
の
た
め
か
参
加

一

第
３６
回
関
東
地
区
予
選
会
が
奥
多

一
者
が
少
な
く
残
念
に
思
い
ま
し
た
。̈

摩
山
系
に
て
行
わ
れ
、
次
の
選
手

一
み
な
さ
ん
の
県
体
で
す
、

５７
年
度

一

が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
一
は
多
数
の
参
加
者
が
有
り
ま
す
よ

¨

成
年
女
子
　
　
　
　
　
　
　
　
一
う
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

蹴
菫

締

許

劃

巽

¨

暴

の
競
技
登
山
‥

つ
　

一

″
　

菊
地
幸
子

（あ
ゆ
む
山
の
〈じ

　̈
早
い
も
の
で
、
山
岳
競
技
が
天

一

ン

誂

（
子

』

電

『
¨
中
軸
峰
申
一
中
饗

一

選
手

新
井
英
之

（
　
　
″
　
　
）
¨
対
し
て
贅
否
両
論
有
る
中
で
、
登

一

″
　

発
知
俊
明

（
　
　
″
　
　
）
一
山
本
来
の
姿
は
別
に
し
て
、
参
加

一

〃
　

丹
羽

寛

（
　
　
″
　
　
）
一
す
る
か
ら
に
■
勝
ち
た
い
、
そ
し

一

¨
て
良
い
成
績
を
修
め
た
い
と
言
う

一

１０
月
１３
日
１
１８
日
の
間
、
第
∞

一
方
向
に
向
い
て
来
た
よ
う
に
見
う

回
国
民
体
育
大
会
が
滋
賀
県
比
良

一
け
ら
れ
ま
す
。
今
年
の
関
東
地
区

山
系
を
中
心
に
行
な
わ
れ
、
本
県

〓
予
選
会
は
栃
木
県
で
、
国
体
は
島

か
ら
は
次
の
４
名
が
出
場
致
し
ま

一
根
県
西
中
国
山
系
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
監
督
。
選
手
の
み
な
さ
ん

¨
す
。
ま
た
来
年
は
関
東
地
区
予
選

の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

¨
会
は
我
が
埼
玉
県
で
、
そ
し
て
国

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
体
は
群
馬
県
で
予
定
さ
れ
て
お
り

監
督

・
岡
本
春
夫
、
選
手

。
大
沢

一
ま
す
。
本
県
も
ぜ
ひ
来
年
は
フ
ル

靖

一
。
中
嶋
晴
夫

・
高
橋
正
光

　

一
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
て
良
い
成
績
を

¨
修
め
ら
れ
る
よ
う
各
山
岳
会
の
組

し
た
。
監
督

。
選
手
の
み
な
さ
ん

¨
す
。
ま
た
来
年
は
関
東
地
区
予
選

し
た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
体
は
群
馬
県
で
予
定
さ
れ
て
お
り

靖

一
。
中
嶋
晴
夫

・
高
橋
正
光

　

一
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
て
良

い
成
績
を

修
め
ら
れ
る
よ
う
各
山
岳
会
の
絶

大
な
る
御
協
力
を
御
願

い
い
た
し

ま
す
。

競
技
部
長

・
平
沼
仲

一

半
道
　
対
　
部

上
尾
の
体
育
館
で
１２
月
１３
日
に

冬
山
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催
し
県

内
２３
団
体
よ
り
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。

リ
ー
ダ
ー
会
議
の
目
的
は
、
同

一
入
山
地
域
に
お
け
る
冬
山
情
報

の
交
換
、
同

一
入
山
地
域
内
に
お

け
る
遭
難
対
策
に
つ
い
て
。

以
上
二
つ
の
目
的
を
も

っ
て
例

年
通
リ
リ
■
ダ
ー
会
議
を
開
催
し

て
い
る
。
細
部
に
つ
い
て
は
、
北

ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ

ス
、
上
越

方
面
、
八
ケ
岳
の
四
つ
の
グ

ル
ー

プ
に
分
か
れ
地
域
別
に
会
の
紹
介
、

入
下
山
場
所
、

ル
ー
ト
、
人
員
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
コ
ー
ル
サ
イ

ン
、
交
信
時
間
等
の
打
合
せ
等
を

行
い
、
万

一
事
故
発
生
が
あ

っ
た

場
合
、
現
地
内
処
理
が
出
来
る
よ

う
に
事
前
打
合
せ
を
行
い
、
約
二

時
間
で
終
了
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
松
永
敏
郎
氏
に

よ
る
冬
山
登
山
技
術
に
つ
い
て
の

講
演
会
が
開
か
れ
た
。

遭
対
部
長

・
井
古
田
忠
男

十
海

　

外

　

部

５５
年

６
月
　
一刊
年

に
中
国
登
山

協
会
へ
申
請
し
た
青
海
省

・
ア
●
不

マ
チ
ン
の
断
り
状
を
入
手
し
た
海

外
部
は
、

５５
年

■
月

に
再
度
、
登

山
申
請
を
送
付

し
た
。
返
信
が
な

か

っ
た
た
め
、

５６
年

１２
月

に
部
長

が
訪
中

の
際
、
中
国
登
山
協
会

会

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

た
だ
ち

に
Ｏ

Ｋ
と
な
り
正
式

に
許
可
さ
れ
た
。

現
在
、
海
外
部

で
計
画
作
製
を

再
度
行

っ
て
い
る
が
、
同
時

に
県

岳
連
理
事
会

へ
も
報
告
、

「
ア
ム

ネ

マ
チ

ン
登
山
実
行
委
員
会
」

の
．

発
足
準
備
を
進

め
て
い
る
。
県
岳

連
創
立

３０
周
年
記
念
登
山
で
、
近

く
県
岳
連
加
盟
団
体
す

べ
て

へ
、

参
加
申
込
み
を
よ
び

か
け
る
。
岳

連

の
若
者
た
ち
の
手
で
、
是
非
と

も
登
頂
を
果
し
た
く
、

ふ
る

っ
て

参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

海
外
部
で
は
、
県
内
登
山
者

の

海
外
動
向
な
ど
に
つ
き
、

デ
ー
タ

ー
を
ま
と
め
る
仕
事
も
計
画
し
て

い
た
が
、

各
岳
連

の
協
力
な
し
に

は
達
成
出
来
な

い
。
今
後
の
協
力

を
お
願

い
し
た
い
。

な
お
、
海
外
部

の
委
員
は
現
在

十

一
連

盟
が
登
録
し
会
議
等
を
進

め
て
い
る
が
、
委
員
を
出
し
て
い

な

い
連
盟
は
早
急

に
事
務
局

へ
委

員
を
登
録
し
、
今
後

の
協
力
を
お

願
い
す
る
。海

外
部
長

・
田
山
　
勝

辛
自
然
保

護

対

策

部

自
然
保
護
対
策
部
で
は
県
内

に

２４
名

の
役
員

を
配
置

し
て
、
登
山

界

に
お
け
る
ゴ

ミ
の
処
理
、
問
題

等
に
取
り
組
み
、

各
山
岳
団
体

に

自
然
保
護

に

一
層

の
協
力
を
し
て

頂
く
よ
う
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
山
岳
地
帯

の
ゴ

ミ
の
散
乱

状
態

は
数
年
前
よ
り
幾
分
き
れ
い

に
な

っ
て
来

て
い
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
ま
す
が
、

シ
ー
ズ

ン
中

に
は

相
当

の
ゴ
ミ
が
ま
だ
ま
だ
目

に
つ

く

の
が
現
状

の
よ
う
で
す
。

自
然
保
護
対
策
部
主
催

に
よ
る

昭
和

５６
年
度

の

一
斉
情
掃
登
山
を

９
月

２７
日
、
奥

武
蔵
自
然
公
園
を

会
場
に
開
催
致

し
ま
し
た
。
当
日

は
快
晴

に
恵
ま
れ

て
午
前
八
時

の

集
合
時
間

に
は
、
高
校
生
、
大
学

生

一
般
と
約

７０
名
近
く

の
人
が
集

ま
り
、

フ
ジ
テ

レ
ビ
、
埼

玉
テ
レ

ビ
の
二
局
も
報
道

に
か
け

つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。

開
会

に
当
り

田
中
理
事
長
よ
り

県
岳
連

の
自
然
保
護

に
対
す
る
考

え
方
又
、
今
後

の
取
組
等

に
つ
い

て
挨
拶
が
あ
り
、

各
自
用
意
し
た

人
、

主
催
側

が
用
意
し
た
小
道
具

を
持

っ
て
、
特

に
汚
れ

の
ひ
ど
い

旧
正
丸
峠
、
伊
豆
ケ
岳
付
近

の
Ａ
、

Ｂ
、　
コ
ー

ス
に
別
れ
て
清
掃
し
持

ち
出
さ
れ
た
ゴ

ミ
も
最
終
的

に
は

２
ｔ
車
、
山
盛
り

の
成
果
が
あ
り

ま
し
た
。
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ラ
で
仕
事
を
し
て
い
る
友
人
に
ラ

¨
多
く
翌
日
８
名
の
ポ
ー
タ
ー
が
下

一
斜
上
し
て
南
峰
と
南
東
峰
の
コ
ル

一
回
の
山
行

一
に
せ
り
上
る
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
に
登

一
い
と
い
う

ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
で
ヤ
ン
ザ
ま
で

一
る
こ
と
に
な
る
。

送
っ
て
も
ら
う
。　
　
　
　
　
　
　
一　
２９
日
　
停
滞
　
　
　
　
　
　
　
一
攀
リ
ー
ダ
ー
が
固
執
す
る
。
私
は

一登
山
中
止

２．
日
　
雨
の
中
を
ノ
ー
ダ
ラ
を

一　
３０
日
　
デ
ポ
２
へ
の
荷
上
げ
。　
一南
西
稜
に
成
算
あ
り
と
み
る
が
、
　
一　
２３
日
―

経
て
カ
ー
レ
ま
で
。
パ
ッ
テ
ィ
に

一　
３．
日
　
停
滞
。
ポ
ー
タ
１
４
人

一
こ
こ
は
登
攀
リ
ー
ダ
ー
に
任
せ
る

　̈
２５
日

一
し
か
あ
る
ま
い
。　
　
　
　
　
　
　

下̈
る
。

泊
る
。
ニ
ル
ピ
ー
∫
四
〇
円
。　
　
一
下
る
。

２２
日
　
朝
、

バ
ッ
テ
ィ
の
小
さ

一　

４
月

１
日
　
デ
ポ

２

へ
荷
上
げ
。
¨
　

１３
日
　
停
滞
。
　
　
　
　
　
　
　
¨
　

２６
日

な
窓
か
ら
自
く
輝
や
く
峰
を
み
て
、
一　

２
旧
　
清
水
、
安
部
Ｂ
Ｃ
設
営
。
一　

１４
日
　
武
川
、
清
水
、
安
部
が

一
　

２７
日

よ
う
や
く

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
来
た
こ
と

　̈

３
日
　
デ
ポ

２

へ
荷
上
げ
。
　
　
一
Ａ
Ｃ
に
上

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
一
。

を

実

感

す

る

。

チ

ャ

ン

ド

ラ

コ

ッ

一
　

４

日

　

全

員

Ｂ

Ｃ

入

り

。
　

　

　

一
　

・５

日

　

気

温

高

く

Ａ

Ｃ

メ

ン

パ

¨
　

郎

日

卜
、
ビ
レ
タ
ン
テ
イ
を
経
て
ヒ
レ

一
　
５
日
　
デ
ポ
２
よ
り
Ｂ
Ｃ
へ
の

一
―
停
滞
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ド
ラ
コ
ッ

ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
荷
上
げ
。　
↑
」
の
作
業
は
９
日
に

　̈

１６
日
　
一副
記
３
名
Ｂ
Ｃ
に
戻
る
。
　̈

２９
日

一　
・７
日
　
天
気
悪
く
停
滞
。　
　
　
一　

３０
日
―

２３
日
　
ウ
レ
リ

ヘ
の
急
登
、
続

一
な

っ
て
完
了
す
る
）

い
て
山
賊
も
出
没
す
る
と
か
い
う

　̈

６
日
　
ポ
ー
タ
１
１
名
下
山
、　
一　

１８
日
　
停
滞
。　
　
　
　
　
　
　
¨
遊
ぶ
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
抜

一
メ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー
出
る
。
武
川
、　
一　
１９
日
　
昨
日
の
雪
で
全
山
ま

っ

一　
２
日

け
て
ゴ
ラ
パ
ニ
ヘ
。
峠
の
パ
ッ
テ

¨
安
部
Ａ
Ｃ
予
定
地
偵
察
。　
　
　
　
一
自
。
停
滞
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

３
日
―

イ
に
泊
る
。
三
〇
〇
〇

ｍ
に
近
く

一　
７
日
　
武
川
、
安
部
Ｂ
Ｃ
へ
戻

一　

”
日
　
停
滞
。
登
攀
リ
ー
ダ
ー

一　

７
日

寒
い
。
小
雪
が
舞
う
。　
　
　
　
　
一
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
が
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
と
ア
ル
パ
イ
ン

一
ン
空
港
よ

２４
日
　
き
ょ
う
は
タ
ト
パ
ニ
ま

一　
８
日
　
６
名
で
Ａ
Ｃ
ま
で
荷
上

一
ス
タ
イ
ル
に
固
執
し
て
る
の
で
動

一　
８
日

で
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
。
山
村
シ
ー
カ

一
げ
ｏ
私
は
初
め
て
氷
河
を
踏
む
。　
一
き
よ
う
も
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
一　

９
日

一　

２‐
日
　
武
川
、
清
水
、
安
部
、　
一
ン
パ
ー
は

が
美
し
い
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て

一
感
激
／

い
る
。
ス
ル
ジ

エ
館
に
泊
。　
　
　
一　

９
日
　
全
員
停
滞
。　
　
　
　
　
¨
出
崎
が
Ａ
Ｃ
に
登
る
。
Ａ
Ｃ
は
雪

一
れ
で
最
後

２５
日
　
ガ
ー
サ
ま
で
、
パ
ツ
テ

一　
１０
日
　
武
川
、
清
水
、
堀
内
、　
一
崩
の
た
め
二

ｍ
半
も
の
雪
の
下
。
　
一
帰
国
し
、

イ
に
泊
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
安
部
Ａ
Ｃ
入
り
。　
　
　
　
　
　
　
〓
一時
間
費
や
し
て
掘
り
出
す
。
全

一
を
打

っ
た

２６
日
　
エ
ル
ゾ
ー
ク
が
美
し
い

一　

Ｈ
日
　
ア
タ
ッ
ク
メ
ン
バ
ー
は

一
員
め
げ
て
し
ま

っ
た
。　
　
　
　
　
一

と
書
い
た
レ
テ
を
経
て
チ

ョ
ヤ
ま

一
五
七
〇
〇

ｍ
ま
で
試
登
。
Ａ
Ｃ
に

一　

２２
日
　
天
気
悪
く
、
ア
タ

ッ
ク

一　
登
頂
で

で
、
気
持
い
い
広
い
河
原
に
テ
ン

¨
戻
る
途
中
、
雪
崩
の
た
め
清
水
が

一
メ
ン
バ
ー
は
Ｂ
Ｃ
に
戻
る
。
ヒ
マ

¨
快
に
失
敗

卜
を
張
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

五
Ｏ

ｍ
飛
ば
さ
れ
る
。
　
　
　
　
¨
ラ
ヤ
初
見
参
の
我
々
に
登
攀
リ
ー

一
―
ル
の
休

２７
日
　
ジ
ャ
ン
が
ル
キ
ャ
ン
プ

一
　
‐２
日
　
ア
タ
ッ
ク
メ
ン
パ
ー
、
　
¨
ダ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
ク
ー
ロ
ア

¨
告
し
て
お

ま
で
。
雪
が
出
て
き
て
た
ち
ま
ち

一
Ｂ
Ｃ
に
戻
る
。
天
気
は
午
前
中
良

一
―
ル
の
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
は

¨

ポ
ー
タ
ー
は
ご
ね
始
め
る
。

３８
名

一
く
て
も
午
後
か
ら
雪
か
、
朝
か
ら

一
可
能
性
ゼ
ロ
。
他
の
メ
ン
パ
ー
の

一　

　

¨
い

上

っ
て
き
た
ポ
＝
夕
■
の
う
ち
”

一
天
気
が
思
い
か
の
い
ず
れ
か
。
当

¨
意
見
が

一
致
し
て
い
る
可
能
性

（
一　
　
．
い
．

名
が
下

っ
て
し
ま
う
。　
　
　
　
　
¨
初
の
南
壁
の
ラ
イ
ン
は
全
く
見
込

¨
南
西
稜
）

へ
の
変
更
も
、
登
攀
り

¨

２８
ロ
　
デ
ポ
ー
ヘ
荷
上
げ
。
雪

一
み
が
な
く
、
南
壁
の
基
部
を
右
に

¨
―
ダ
ー
を
リ
コ
ー
ル
し
て
ま
で
今

¨
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鶏

軍

度

事

業

計

画

一
　

　

　

１０

月

３
１

８

日

事
　
　
務
　
　
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

　

　

１０
月

４
月
１８
日
　
　
　
理
事

・
評
議
員
総
会
　
　
上
尾
市̈
福
社
会
館

、
遭
　
　
対
　
　
部

６

月

１２

１

・３

日

７
月

ｎ

月
／

‐２
月

・２

月

１２

日

５
月
　
　
　
　
　
日
山
協
総
会

部
長
会
議
　
　
　
　
　
　
　
理

事

長

宅

一　
　
　
　
７
月

３
月
５
１
６
日
　
雪
洞
講
習
会
　
　
　
　
　
　
谷
　
川
　
岳

三
、
競
　
　
技
　
　
部

５
月
　
　
　
　
　
第

２２
回
全

日
本
登
山
大
会

５
月

１５
‐

・６
日
　
第

一
次
国
体
選
手
予
選
会

６
月
　
　
　
　
　
第

二
次
国
体
選
手
予
選
会

７
月

１６
１

・８
日
　
関
東
地
区
大
会

７
月
　
　
　
　
　
岩
登
り
競
技
会

１０
月
　
　
　
　
　
部
長
会
議
　
　
　
　
　
　
　
理

事

長

宅

一
五
、
海
　
　
外
　
　
部

理
事
長
か
ら

「
夏
山
リ
ー
ダ
ー

田
　
海
外
登
山
の
手
引
作
齢

上
　
尾
　
市

¨

会
議
ま
で
に
会
報
を
出
し
て
―
こ

■
月
　
　
　
　
　
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
　
海
外
登
山
に
関
す
る
溶

１
月
　
　
　
　
　
関
東
地
区
岳
連
協
議
会
　
　
東
　
一示
　
都

一

と
い
わ
れ
困

っ
て
し
ま

つ
た
。
広

０
　
埼
玉
岳
連
創
立
記
念
羞

二
、
指
　
　
導
　
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
部
を
引
継
い
て
ま
だ
ニ
ケ
月
余

０
　
全
国
海
外
登
山
研
究
〈

５
月
　
　
　
　
　
日
山
協
指
導
員
研
修
会
　
　
富
　
　
　
山

¨

６
月
　
　
　
　
　
指
導
員
研
修
会
（
岩
登
り
）
　
　
　
　
　
　
一
一ハ
、
広
　
　
報
　
　
部

田
　
岳
連
名
簿
の
発
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
スリ
。

未
　
　
　
定

一

取
敢
ず
今
回
は
５６
年
度
の
事
務

６
月
５
１
６
日
　
登
山
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
　
埼
玉
岳
連
報
の
発
行

ダ
ー
会
議
　
　
　
上
　
尾
　
市

¨

一
局
便
り
を
中
心
に
、
各
部
長
に
原

７
月
Ｈ
日
　
　
　
夏
山
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
、
事
　
　
業
　
　
部

８
月
２２
日
　
　
　
沢
登
り
講
習
会
　
　
　
　
　
奥
　
秩
　
父

¨

田
　
夏
山
相
談
室
開
設

（
一

Ｈ
月
３
日
　
　
　
県
内
公
認
指
導
員
研
修
会
　
富
　
士
　
山

¨
八
、
自
然
保
護
対
策
部

１
月
　
　
　
　
　
日
山
協
指
導
員
研
修
会

　

一山
　
梨
　
県

¨

田
　
県
内

一
斉
清
掃
登
山

２
月
Ｈ
１
１３
日
　
積
雪
期
登
山
講
習
会
及
び
　
　
　
　
　
　
　
一

②
　
全
国

一
斉
清
掃
登
山

富
　
士
　
山

一

検
定
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
　
自
然
保
護
委
員
会
総
△

２
月
２６
‐
２７
日
　
国
体
審
判
員
講
習
会
（
日
山
協
）

飯
能
市

¨

３
月
　
　
　
　
　
日
山
協
指
導
員
研
修
会
　
　
富
　
士
　
山

¨

あ

と

が

き

考
え
て
い
ま
す
。
記
念
事
業

の
中

国

。
ア
ム
ネ

マ
チ

ン
峰

へ
の
第

一

歩
も
踏
み
出

し
ま
し
た
。
皆
様
方

の
暖
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
ぉ
願

い
致
し
ま
す
。
　

　

（
大
久
保
）

６
月
　
　
　
　
　
剖
長
会
尋

　
　
　
　
　
　
　
瑠

事

ｆ

壻

　̈
　
　
　

‘́
ナ

７
月
　
　
　
　
　
理
事
会
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　

尾

　

市

一　
　
　
　
■
月
″

８
月
　
　
　
　
　
部
長
会
議
　
　
　
　
　
　
　
理

事

長

宅

一　
　
　
　
１２
月

・２

月

１２

日

９
月
　
　
　
　
　
理
事
会
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　

尾

　

市

　̈
　
　
　
１２
月

１２

二 栃 奥 奥 富

子 木 秩 秩 士

山 県 父 父 山

７

月

８

月

９

月

９

月

６

月

１２

１

・３

日

国
体
選
手
強
化
合
宿

県
体
登
山
大
会

第
３７
回
国
民
体
育
大
会

全
日
本
岩
登
り
競
技
会

全
国
遭
対
研
修
会

指
導
員
救
助
技
術
講
習
会

救
急
員
講
習
会

気
象
講
習
会

冬
山
合
宿
リ
ー
ダ
ー
会
議

奥
　
秩
　
父

島 奥

根 秩

県 父

上 上 未 未 文

尾 尾   部

市 市 定 定 省


